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1 はじめに 
 この原稿を書くのも、今回で３回目となる。月日の経つのは早いものだとしみじみ思
いながらも、３年連続ともなると深刻なテーマ不足に陥ってしまう。これまでにどのよ
うな内容を書いたかを思い出してみると、就職関係の話と SNS の話を書いたような覚え
がある。考えてみるとそれぞれ、時期的なものだったり、自分の中での流行りだったり
を踏まえて書いているらしい。 
 本年度もそれを踏襲することとして、情報に関連する自分の中での最近考えていたこ
とを思い出してみると３つほどあった。 
①X-one 発売にともなう Kinect2 の発売について 
②SNS（特に Line と Twitter）との付き合い方について 
③ガラケーからの卒業を意図した、スマートフォンの導入 
 この中から、何をテーマにしようか悩んだ挙句、本年度は趣を変えて、１つのテーマ
についてじっくりと書くのではなく、上記の３テーマについてそれぞれ書いてみること
にしようと思った。よって論文的な客観性が少なく、エッセイ的な主観性が強い文章に
なってしまうことを、（数少ない）読者の皆様にはご了解されたい。 
 
2  ①X-one 発売にともなう Kinect2 の発売について 
 私、こと五味は本校においてセンサー工学という授業を担当している。その中で気が
ついたこととしては、機械工学科の学生にとってセンサーと言うのが、プログラムやパ
ソコンと絡み合ったなんだかよくわからないものというイメージが染みついてしまって
いるようだということだった。普通に考えればセンサーなどというものは身近にありふ
れている物で、実際のところ最新式のセンサーなんかもみんな簡単に使っているのだが、
どうもセンサーと横文字になったとたんに難しいものと認識されてしまうらしい。 
 じゃあまぁそのアレルギーから取り除こうかということで、授業を行うに当たってセ
ンサーが身近にあるのだよということを実感してもらうことから始めることとし、そこ
で自分の趣味も絡めてゲームから授業を始めることにした。４年前はちょうど Kinect が
一般に知られてきたあたりで、自分の動きが画面の中に取り込まれ、それがゲームとし
て成り立つというのが新鮮だったということもある（Kinect について知りたい人は自分
で調べるか、授業を受けてもらうのが良い）。 
 授業自体はなかなか好評（と信じたい）で、毎年ここから授業を始めているのだが、
2014 年、新しい X-one というゲーム機の発売とともに、Kinect もバージョンアップして
Kinect2 というのが出るという情報が入ってきた。それ以来ちょくちょくと情報を当って
いるのだが、実際にどのように機能が進化したのか、何ができるようになったのかが、
いまだに良くわかっていない。わかっていないからこそ、今とても楽しみにしていて、
いつか時間ができたらなんとか Kinect を使った、プラモデルによるリアル格闘ゲームを
したいという野望を燃やし続けている。 
 
3  ②SNS（特に Line）との付き合い方について 
 個人的にはあまり Line は好きではない、特に携帯がいまだにガラケーである身として
は、Line よりは電話してくれた方が良いのにと思っている。とは言うものの、研究室の
学生が全員 Line を使って情報をやり取りしているので、しょうがないから PC 用の Line
をインストールして使うようになった。 
 ところが、使っていくうちに、昔 MS メッセンジャーで友達とやり取りをしていたこ
とを思い出して案外楽しくなってきた。当初は研究室の連絡以外には使わないよなぁと
か思っていたのに、最近では友人とも Line でやり取りをするようになってきてしまった。
もちろんスタンプとかゲームとかよくわからないままで、完全にメッセンジャーとして
使用しているのではあるが、自分としては何にも問題ない。 
 そのように Line を楽しんでいる中、最近、少し悩みがでてきてしまった。私にとって
Line はメッセンジャーなので、送る内容もタイミングも PC のキーボードを前提として
送る、要はチャットのつもりになっている。ところが送られる方は基本的には携帯で受
ける、だからメールとして受け取って処理する。どういうことかと言うと、こちらは Line
を受け取ってもすぐに読むとは限らないのに、相手は受け取ったら読んでいるものとし
て扱っている。メッセンジャー代わりに常に立ち上げているので、私の Line は既読がつ
いても外にいたりして読んでいないこともよくあるし、Line に書いておきましたーと言
われても読めないタイミングがこれまたよくある。 
なんでメッセンジャーが廃れたかわかるような気がした。やっぱり送った文章はすぐ
に読んでほしい、送られた文章がすぐに読みたい、という要求に対し、パソコンと言う
デバイスが適さなかったということなのだろう。 
 
4 ③ガラケーからの卒業を意図した、スマートフォンの導入 
 書いているうちにこの内容は②に含めてもいいような気がしてきた。すなわち、最近
ようやく重い腰を上げ、愛用のガラケーからスマートフォンに変えようとしている理由
が、そのまんま②なのである。ソフト一本のためにキャリア変更を考えるとは、昔の自
分だったら確実に笑う。 
 私が考えているガラケーの利点は電池の持ちだと思う、スマートフォンに変えられな
い理由も電池切れの恐怖からだ、もちろん今でも恐怖している。逆にいえばそれを解決
するいい方法を教えてもらったので、機種変更が現実的になったとも言える。 
「１台で駄目なら２台持てばいいじゃない」世の中とはそういうものなのかもしれない。 
